
2016年度 

名古屋市立大学大学院経済学研究科附属経済研究所主催 

 

サブ･クラスター研究経過報告会 

         

日 時： 2017年 3月 29日(水) 13時 30分～ 

場 所： 名古屋市立大学滝子(山の畑)キャンパス   

                               3号館(経済学部棟)1階 101教室 

                      【住所】〒467-8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町山の畑1番地 

対 象： 研究者、大学院生、一般市民 

               入場料： 無料 

 

＜＜プログラム＞＞ 

 

司会進行 森 徹（附属経済研究所長） 

 

経済研究所長 あいさつ 
  

サブ・クラスター研究経過報告 

Ⅰ．「データで見る日本経済と経営 ～東日本大震災の金融市場設計に与える教訓～」 

研究代表者：坂和 秀晃（経済学研究科） 

Ⅱ．「保育サービス価格の女性の就業・出生行動に対する影響」 

研究代表者：山本 陽子（経済学研究科） 

Ⅲ．「中部圏の産業集積の革新についての研究」 

研究代表者：河合 篤男（経済学研究科） 

Ⅳ．「医療会計ファイナンス研究」 

研究代表者：吉田 和生（経済学研究科） 

Ⅴ．「両大戦間期における諸問題の制度・歴史分析 －現代世界へのインプリケーション」 

研究代表者：木谷 名都子（経済学研究科） 

Ⅵ．「老後の所得保障における私的年金(確定拠出年金)の課題」 

研究代表者：臼杵 政治（経済学研究科） 

Ⅶ．「名古屋市における大都市制度のあり方に関する研究」 

研究代表者： 森  徹 （経済学研究科） 

Ⅷ．「学習管理へのＩＣＴの活用とその効果の計量に関する分析の基盤づくり」 

研究代表者：茨木 智（経済学研究科） 

Ⅸ．「金融危機下の教育と技能形成：戦前日本の経験」 

研究代表者：横山 和輝（経済学研究科） 

 


